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新幹線の
走行を支える
軌道スラブ

♯003 こんなところにＰＣが！
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一
般
的
に
は
、線
路
と
言
え
ば
、レ
ー
ル
、ま

く
ら
ぎ
、
バ
ラ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
砕
石
の
三

要
素
か
ら
な
る
バ
ラ
ス
ト
軌
道
を
思
い
浮
か

べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。バ
ラ
ス
ト
軌
道
は
、

鉄
道
が
創
成
さ
れ
て
か
ら
軌
道
構
造
の
礎

と
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
列
車
の
安
全
な

運
行
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。こ
の
事
実
は
、

バ
ラ
ス
ト
軌
道
が
、建
設
費
が
安
く
、配
線
変

更
が
容
易
と
い
う
長
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

に
他
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
反
面
、列
車
通
過
に

よ
る
繰
り
返
し
荷
重
に
伴
っ
て
レ
ー
ル
面
が

沈
下
し
、
そ
の
修
復
に
多
大
な
保
守
を
要
す

る
と
い
う
宿
命
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、

列
車
本
数
の
増
加
、速
度
向
上
等
と
い
う
時

代
の
趨
勢
も
あ
り
、
バ
ラ
ス
ト
軌
道
の
抜
本

的
な
強
化
策
と
し
て
、
保
守
手
間
が
少
な
い

「
省
力
化
軌
道
構
造
」
が
開
発
さ
れ
て
き
ま

し
た
。そ
の
開
発
成
果
の
ひ
と
つ
が
、
本
稿
で

紹
介
す
る「
ス
ラ
ブ
軌
道
」で
す
。

ス
ラ
ブ
軌
道
の
歴
史

　

ス
ラ
ブ
軌
道
の
開
発
は
、
昭
和
40
年
頃

に
始
ま
り
、新
幹
線
で
は
、東
海
道
新
幹
線

の
営
業
線
で
の
試
験
敷
設
、
山
陽
新
幹
線

新
大
阪
〜
岡
山
間
で
の
試
験
施
工
を
経
て
、

岡
山
〜
博
多
間
の
高
架
橋
と
ト
ン
ネ
ル
区

間
に
全
面
的
に
採
用
さ
れ
る
に
至
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
建
設
さ
れ
た
東
北
・
上
越
・

北
陸
・
九
州
の
各
新
幹
線
や
、現
在
、建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
北
陸
・
北
海
道
新
幹

線
に
お
い
て
、標
準
軌
道
構
造
と
し
て
、施

工
実
績
を
増
や
し
続
け
て
い
ま
す
。そ
の

延
長
は
、
昨
年
開
業
し
た
西
九
州
新
幹
線

を
含
め
、
全
新
幹
線
延
長
約
２
８
５
２
㎞

に
対
し
、
約
１
９
４
４
㎞
と
68
％
が
ス
ラ

ブ
軌
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ラ
ブ
軌
道
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の「
軌
道
ス
ラ
ブ
」（
軌
道
構
造
は「
ス
ラ
ブ

軌
道
」、そ
の
構
成
部
材
は「
軌
道
ス
ラ
ブ
」

と
用
語
を
使
い
分
け
ま
す
。）を
路
盤
上
に

据
え
付
け
、
軌
道
ス
ラ
ブ
と
路
盤
と
の
間

に
セ
メ
ン
ト
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
モ
ル
タ
ル

（
Ｃ
Ａ
モ
ル
タ
ル
）と
呼
ば
れ
る
て
ん
充
材

を
介
し
て
レ
ー
ル
を
支
持
す
る
構
造
で
す
。

Ｐ
Ｒ
Ｃ
構
造
の
軌
道
ス
ラ
ブ
の
誕
生

　

開
発
時
の
軌
道
ス
ラ
ブ
は
、Ｒ
Ｃ
構
造

で
し
た
。し
か
し
、山
陽
新
幹
線
で
の
実
績

か
ら
次
の
東
北
新
幹
線（
盛
岡
以
南
）や
上

越
新
幹
線
で
も
ス
ラ
ブ
軌
道
が
適
用
さ
れ

ま
し
た
が
、当
該
沿
線
は
、寒
冷
・
降
雪
地

域
で
あ
り
、気
温
、気
象
に
よ
る
性
能
低
下

や
劣
化
が
予
測
さ
れ
ま
し
た
。具
体
的
に

は
、
ひ
び
割
れ
に
侵
入
し
た
雨
水
の
凍
結

に
よ
る
劣
化
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ひ
び
割
れ
防
止
策
、
つ
ま
り
Ｐ
Ｃ
構
造
が

検
討
さ
れ
ま
し
た
。ひ
び
割
れ
幅
の
制
限

に
関
す
る
プ
レ
ス
ト
レ
ス
導
入
方
法
は
、

Ｐ
Ｃ
構
造
で
設
計
す
る
と
、
断
面
が
小
さ

く
荷
重
の
大
き
い
軌
道
ス
ラ
ブ
の
よ
う
な

部
材
で
は
、Ｐ
Ｃ
鋼
棒
定
着
部
に
局
部
破

壊
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

パ
ー
シ
ャ
ル
プ
レ
ス
ト
レ
ス
で
設
計
さ
れ

た
Ｐ
Ｒ
Ｃ
構
造
と
さ
れ
ま
し
た
。以
降
、軌

道
ス
ラ
ブ
は
、
寒
冷
地
の
高
架
橋
な
ど
気

候
の
影
響
を
受
け
る
明
か
り
区
間
は
、Ｐ

Ｒ
Ｃ
構
造
、温
暖
地
の
明
か
り
区
間
、気
候

の
影
響
が
な
い
ト
ン
ネ
ル
区
間
は
、Ｒ
Ｃ

構
造
を
基
本
と
し
て
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

軌
道
ス
ラ
ブ
の
形
状

　

軌
道
ス
ラ
ブ
の
構
造
寸
法
は
、
線
路
直

角
方
向
は
、２
・
22
ｍ
、線
路
方
向
は
、生

産
性
を
考
慮
し
、５
ｍ
、４
ｍ
の
２
種
類
を

基
本
と
し
、
そ
の
長
さ
を
組
み
合
わ
せ
て

敷
設
し
ま
す
。ま
た
、
厚
さ
は
、
開
発
当
初

か
ら
改
良
を
重
ね
、現
在
は
、１
９
０
㎜
に

統
一
し
て
い
ま
す
。形
状
は
、
開
発
当
初
、

矩
形
の
も
の（
平
板
軌
道
ス
ラ
ブ
）の
み
で

し
た
が
、
経
済
性
な
ど
か
ら
中
央
部
を
く

り
抜
い
た
形
状（
枠
形
軌
道
ス
ラ
ブ
）も
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、
こ
の
形
状
は
、

Ｒ
Ｃ
構
造
で
適
用
し
て
い
ま
す
。

軌
道
ス
ラ
ブ
の
製
作

　

軌
道
ス
ラ
ブ
の
製
作
は
、
新
線
建
設
で

は
、
短
期
間
に
大
量
の
製
作
が
必
要
で
す

の
で
、
専
用
の
建
屋（
工
場
）を
設
置
し
て
、

製
作
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
実
績
で
は
、１

工
場（
１
工
事
）あ
た
り
概
ね
１
５
０
０
０

枚
程
度
を
２
年
間
か
け
、
製
作
し
て
い
ま

す
。軌
道
ス
ラ
ブ
は
、列
車
の
安
定
し
た
高

速
走
行
を
支
え
る
部
材
で
す
の
で
、
製
作

精
度
は
、
ミ
リ
単
位
の
精
度
を
求
め
て
い

ま
す
。ま
た
、製
作
は
24
時
間
サ
イ
ク
ル
で
、

打
設
、脱
枠
を
繰
り
返
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

初
期（
脱
枠
）強
度
を
確
保
す
る
た
め
、
高

温
促
進
養
生
（
蒸
気
養
生
）
を
行
い
ま
す
。

工
場
に
は
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
、
各

型
枠
の
下
部
ま
で
蒸
気
用
の
配
管
を
す
る

と
と
も
に
、
温
度
・
養
生
時
間
を
管
理
で

き
る
制
御
盤
を
設
置
し
ま
す
。脱
枠
・
プ

レ
ス
ト
レ
ス
導
入
後
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

材
令
初
期
の
急
速
な
乾
燥
・
凍
結
・
微
細

な
ひ
び
割
れ
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
湿
潤

養
生
を
行
い
、貯
積
し
ま
す
。

　

軌
道
ス
ラ
ブ
の
製
作
は
、
敷
設
開
始
よ

り
充
分
早
い
時
期
か
ら
を
先
行
さ
せ
、
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
貯
積
し
て
お
き
ま
す
。

貯
積
は
、
表
裏
の
温
度
差
や
荷
重
に
よ
り
、

反
り
や
す
い
形
状
で
あ
る
た
め
、
縦
置
き

で
保
管
し
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

新
幹
線
は
、
日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
の
優
れ
た
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
海

外
に
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。ス
ラ
ブ
軌

道
は
、
優
れ
た
新
幹
線
シ
ス
テ
ム
の
一
翼

を
担
っ
て
お
り
、
台
湾
高
速
鉄
道
で
採
用

さ
れ
た
ほ
か
、
イ
ン
ド
高
速
鉄
道
で
も
敷

設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
（独）
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構　

亀
田
茂
岐
）

路線別軌道構造延長比 バラスト軌道　　  スラブ軌道

東海道1964

山陽（1）1972

山陽（2）1975

上越1982

東北（1）1982

北陸（1）1997

東北（2）2002/2010

九州2004/2011

北陸（2）2015

北海道（1）2016

西九州2022

北陸（金沢-敦賀）2023

北海道（函館-札幌）2031

す
う
せ
い
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▲ 軌道スラブ製作建屋内

▲ ストックヤードに貯積された軌道スラブ

▲ スラブ軌道の構成

　
一
般
的
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、線
路
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、
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の
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る
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ト
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を
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か
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。バ
ラ
ス
ト
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道
は
、

鉄
道
が
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ら
軌
道
構
造
の
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と
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て
、
今
日
に
至
る
ま
で
列
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の
安
全
な

運
行
を
支
え
続
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て
い
ま
す
。こ
の
事
実
は
、

バ
ラ
ス
ト
軌
道
が
、建
設
費
が
安
く
、配
線
変

更
が
容
易
と
い
う
長
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

に
他
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
反
面
、列
車
通
過
に

よ
る
繰
り
返
し
荷
重
に
伴
っ
て
レ
ー
ル
面
が

沈
下
し
、
そ
の
修
復
に
多
大
な
保
守
を
要
す

る
と
い
う
宿
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を
背
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て
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ま
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保
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の
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本
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で
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ス
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開
発
は
、
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和
40
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に
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ま
り
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線
で
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、東
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線
で
の
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敷
設
、
山
陽
新
幹
線

新
大
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山
間
で
の
試
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て
、
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博
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の
高
架
橋
と
ト
ン
ネ
ル
区

間
に
全
面
的
に
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に
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を
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使
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。
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の
形
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の
構
造
寸
法
は
、
線
路
直

角
方
向
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、２
・
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ｍ
、線
路
方
向
は
、生

産
性
を
考
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し
、５
ｍ
、４
ｍ
の
２
種
類
を

基
本
と
し
、
そ
の
長
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を
組
み
合
わ
せ
て

敷
設
し
ま
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。ま
た
、
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は
、
開
発
当
初

か
ら
改
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を
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ね
、現
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は
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９
０
㎜
に

統
一
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い
ま
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は
、
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発
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、
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形
の
も
の（
平
板
軌
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ラ
ブ
）の
み
で

し
た
が
、
経
済
性
な
ど
か
ら
中
央
部
を
く

り
抜
い
た
形
状（
枠
形
軌
道
ス
ラ
ブ
）も
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、
こ
の
形
状
は
、

Ｒ
Ｃ
構
造
で
適
用
し
て
い
ま
す
。

軌
道
ス
ラ
ブ
の
製
作

　

軌
道
ス
ラ
ブ
の
製
作
は
、
新
線
建
設
で

は
、
短
期
間
に
大
量
の
製
作
が
必
要
で
す

の
で
、
専
用
の
建
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場
）を
設
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し
て
、

製
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し
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
実
績
で
は
、１

工
場（
１
工
事
）あ
た
り
概
ね
１
５
０
０
０

枚
程
度
を
２
年
間
か
け
、
製
作
し
て
い
ま

す
。軌
道
ス
ラ
ブ
は
、列
車
の
安
定
し
た
高

速
走
行
を
支
え
る
部
材
で
す
の
で
、
製
作

精
度
は
、
ミ
リ
単
位
の
精
度
を
求
め
て
い

ま
す
。ま
た
、製
作
は
24
時
間
サ
イ
ク
ル
で
、

打
設
、脱
枠
を
繰
り
返
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

初
期（
脱
枠
）強
度
を
確
保
す
る
た
め
、
高

温
促
進
養
生
（
蒸
気
養
生
）
を
行
い
ま
す
。

工
場
に
は
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
、
各

型
枠
の
下
部
ま
で
蒸
気
用
の
配
管
を
す
る

と
と
も
に
、
温
度
・
養
生
時
間
を
管
理
で

き
る
制
御
盤
を
設
置
し
ま
す
。脱
枠
・
プ

レ
ス
ト
レ
ス
導
入
後
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

材
令
初
期
の
急
速
な
乾
燥
・
凍
結
・
微
細

な
ひ
び
割
れ
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
湿
潤

養
生
を
行
い
、貯
積
し
ま
す
。

　

軌
道
ス
ラ
ブ
の
製
作
は
、
敷
設
開
始
よ

り
充
分
早
い
時
期
か
ら
を
先
行
さ
せ
、
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
貯
積
し
て
お
き
ま
す
。

貯
積
は
、
表
裏
の
温
度
差
や
荷
重
に
よ
り
、

反
り
や
す
い
形
状
で
あ
る
た
め
、
縦
置
き

で
保
管
し
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

新
幹
線
は
、
日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
の
優
れ
た
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
海

外
に
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。ス
ラ
ブ
軌

道
は
、
優
れ
た
新
幹
線
シ
ス
テ
ム
の
一
翼

を
担
っ
て
お
り
、
台
湾
高
速
鉄
道
で
採
用

さ
れ
た
ほ
か
、
イ
ン
ド
高
速
鉄
道
で
も
敷

設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
（独）
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構　

亀
田
茂
岐
）
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